
もっと知りたい、自分の街のこと。
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■ 発行／都城市議会

意見交換会を開催しました
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ビーコンエコプロジェクトと意見交換会
～都城市が環境負荷の少ない持続可能な社会となるために～

意見交換会は常時受け付けております。こちらからお気軽にお申し込みください

南九州大学
新入生オリエンテーションへ

4 月 5 日に南九州大学都城キャンパスで新入生オリエンテーションに参加しました。
「市議会って何?」をテーマに、市議会議員は市民の代表として話し合いに挑んで

いること、市長との役割の違いなど、二元代表制について学生の皆さんに説明しました。
5 分という短い時間ではありましたが、身近な具体例を用いたり、学生も参加でき

るクイズ形式にしたりと、飽きのこないプレゼンテーションができました。
学生には都城市議会YouTubeを見てもらえるようインパクトのあるビラも配布し

ました。若い方々にも関心を持っていただけるよう、これからも積極的な広報活動に
努めてまいります。

主な協議内容
●コンポスト（生ごみ処理機）の購入費用の負担が大きい。県内では26市町村のうち

10市町村において購入に対する助成制度がある。市民に広く普及させるため、都城
市でも助成制度を整備してほしい。
●都城市では平成12年から 5 年間、助成事業が実施されたが、多くの家庭で放置され

ているのが見受けられ、廃止となった。※右写真①

●虫が苦手な人はコンポストを屋内に設置することに抵抗があるのでは?→虫を見なく
ていいものなど、最近はコンポストの種類も多様化している。※右写真②

● 3 年前、産業経済委員会で 熊本県水俣市に視察に行った。補助金という形ではなくて、
行政で木を切って作ったコンポスト※右写真③を市民に貸す事業を行っている。

6月定例会の一般質問で、コンポストについて取り上げた議員もいました。

5 月16日にビーコンエコプロジェクトの皆さんと意見交換会を中央公民館で行いました。ビーコンエコプロジェクト
4名、議員は広報広聴委員のほか、副議長や産業経済委員の10名が参加しました。

説明を行った楠見議員と成合議員

①当時のコンポスト

③水俣市のキエーロ

②木製コンポスト

▲学生も一緒に参加できる
　クイズ形式のスライド

学生に
配布した
ビラ▶
都城市議会
YouTubeを
見てもらえる
ように
デザイン
しました。

2みやこのじょう 市議会だより No.34



令和 4 年11月を予定!!

姫
城
地
区

高
崎
地
区

横
市
地
区

沖
水
地
区

例
年
8
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
議
会
報
告
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

2
年
間
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
再
開
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
日
時
や
会
場
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
議
員
一
同
、

心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り

ま
す
。

議会報告会
開催地区

４月下旬より議場見学ができるようになりました。表紙でも紹介したように、志和池小、山之口小、中霧島小、
石山小の児童が議場見学に来てくれました。議員席や議長席に座ってみたり、議長・副議長室を訪問したり、初め
ての体験に楽しんでいたようです。

6 月議会の一般質問には、都城農業高校のみなさんが傍聴に訪れました。また、職員研修の一環として、2年目
の市職員も傍聴しまし た。

議会は議場で話し合う本会議だけでなく、常任委員会での議案審査も行われています。委員会も傍聴できますの
で、ぜひお越しください♪

議場見学＆傍聴

議員席の座り心地は？

傍聴に訪れた都城農業高校のみなさん

副議長と対面

今日は私が議長！

3 みやこのじょう 市議会だより No.34



一般質問

　

市
営
住
宅
の
空
き
家
率
が
、

1
/
3
を
占
め
て
い
る
理
由
は
?

　

簡
易
耐
火
平
屋
住
宅
の
割
合

が
高
い
こ
と
、
築
35
年
以
上
経
過

し
た
市
営
住
宅
が
全
体
の
7
割
を

占
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
理
由
。

　

耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
戸

数
は
ど
の
く
ら
い
か
?

　

1
千
4
2
3
戸
で
あ
る
。

　

保
証
人
が
必
要
で
な
い
場
合

の
周
知
は
?

　

保
証
人
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
な
ど
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
免
除
の
検
討
を
行
う
。

　

都
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

　

現
在
改
定
作
業
を
進
め
て
お

り
、
適
正
な
管
理
戸
数
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

入
居
者
の
実
態
を
調
査
し
、

移
動
ス
ー
パ
ー
の
運
行
を
増
や
し

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運

行
し
た
り
し
て
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

★
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事

業
に
つ
い
て

★
障
が
い
者
の
参
政
権
の
確
保
～

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て

入居者にやさしい市営住宅の管理と建替えを

一般質問について

動画QRコード

日本共産党都城市議団
森 りえ

１　議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２　申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３　質問した順に掲載しています。　※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

小
規
模
校
の
方
針
に
つ
い
て
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
地
域
の

発
意
を
基
本
に
子
ど
も
に
と
っ
て

「
学
び
の
場
」
が
適
当
で
あ
る
か
、

地
域
の
相
談
等
を
教
育
委
員
会
が

対
応
し
て
い
く
。

　

小
規
模
校
で
の
教
員
不
足
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。 

　

必
要
な
全
て
の
教
科
に
専
門

的
な
指
導
が
届
か
な
い
こ
と
や
ク
ラ

ブ
活
動
等
に
影
響
が
で
る
。

　

小
規
模
校
の
学
校
運
営
協
議

会
に
よ
る
適
正
配
置
、
規
模
等
に

関
す
る
審
議
内
容
を
尋
ね
る
。

　

将
来
の
学
校
の
適
正
規
模
等

に
関
す
る
審
議
報
告
は
無
く
、
話

題
と
し
て
子
ど
も
の
減
少
の
懸
念

は
あ
る
も
の
の
今
後
は
運
営
協
議

会
が
主
体
と
な
り
学
校
運
営
の
協

議
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

多
子
世
帯
き
ょ
う
だ
い
へ
の

学
校
給
食
費
補
助
政
策
を
伺
う
。

　

補
助
策
は
検
討
し
て
な
い
。

　

温
泉
３
施
設
等
の
民
間
譲
渡

の
公
募
と
税
の
減
免
等
を
伺
う
。

　

全
施
設
に
申
込
が
あ
り
税
の

減
免
は
現
時
点
で
は
考
え
は
な
い
。

小規模校について・温泉施設の民間譲渡

動画QRコード

進政会
荒神　稔

質
問
意
図
　
地
域
に
あ
る
「
ご
み

置
場
」
の
中
に
は
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
の
順
守
や
資
源
ご
み
混
入

な
ど
分
別
が
不
十
分
な
も
の
が
多

く
地
元
公
民
館
の
管
理
が
大
変
な

状
況
が
あ
る
。
ご
み
出
し
ル
ー
ル

を
徹
底
さ
せ
、
ご
み
減
量
や
資
源

回
収
の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め

条
例
等
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
民
へ
の
ご
み
出
し
に
関
す

る
情
報
の
提
供
方
法
は
? 

　

公
民
館
加
入
世
帯
に
は
自

治
公
民
館
を
通
じ
て
、
そ
れ
以
外

に
は
公
共
施
設
、
商
業
施
設
に
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
く
ほ
か
市

H
P
や
公
式
ラ
イ
ン
で
周
知
し

て
い
る
。

　

地
域
の
ご
み
出
し
に
関
し
て
、

ご
み
出
し
を
自
分
の
居
住
区
域
に

限
定
す
る
な
ど
、
条
例
等
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
? 

　

現
在
の
と
こ
ろ
地
域
負
担
が

大
き
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
条

例
等
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　

地
域
の
ご
み
問
題
を
放
置
す

れ
ば
自
治
公
民
館
の
弱
体
化
が

進
む
恐
れ
が
あ
る
。
庁
内
連
携
し
、

地
域
が
抱
え
て
い
る
ご
み
問
題
解

決
に
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。

地域のごみ置き場の管理について

動画QRコード

青雲
広瀬 功三

動画QRコード

　

各
飼
料
の
値
上
が
り
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
か
？

　

令
和
4
年
1
t
当
た
り
の

配
合
飼
料
工
場
渡
価
格
を
、
価

格
高
騰
の
影
響
の
少
な
い
令
和

2
年
と
比
較
す
る
と
、
肉
牛

が
約
1
万
4
千
円
。
乳
牛
が

約
1
万
5
千
円
、
養
豚
が
約

1
万
9
千
円
、
養
鶏
が
約
2
万
円

の
値
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く

と
考
え
て
い
る
か
？

　

国
際
情
勢
に
よ
る
も
の
が

大
き
い
た
め
、
先
行
き
に
つ
い
て
、

不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
こ
の
状

況
が
い
つ
ま
で
続
く
か
見
通
せ
な

い
と
こ
ろ
だ
。

　

本
市
独
自
の
補
助
事
業
、
農

家
継
続
の
た
め
の
貸
付
金
な
ど
の

支
援
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

な
い
か
?

　

本
市
独
自
の
事
業
に
つ
い

て
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
現
在
、

畜
産
農
家
へ
の
影
響
に
つ
い
て
情

報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
国
及
び
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

★
有
機
農
業
の
促
進
に
つ
い
て

飼料高騰対策について

公明
綿屋 善明
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一般質問

動画QRコード

　

平
成
29
年
度
以
降
の
身
体
、

メ
ン
タ
ル
に
よ
る
休
職
者
数
は
？

　

令
和
3
年
度
、
身
体
12
名
、

メ
ン
タ
ル
22
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
を
含
め
た
全
体
の
時
間

外
労
働
は
？

　

令
和
3
年
度
18
万
4
千

5
4
8
時
間
で
あ
る
。

　

時
間
外
が
多
い
上
位
5
課
は
。

　

令
和
3
年
度
は
福
祉
課
、
保

育
課
、
市
民
課
、
総
合
政
策
課
、

ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局
で
あ
る
。

　

年
休
取
得
の
少
な
い
3
部
局

は
？

　

令
和
3
年
度
は
、
ふ
る
さ
と

産
業
推
進
局
、
商
工
観
光
部
、
総

合
政
策
部
で
あ
る
。

　

年
代
別
の
早
期
退
職
者
は
？

　

令
和
3
年
度
は
、
20
歳
以
下

9
名
、
30
歳
代
が
1
名
、
40
歳
代

が
6
名
、
50
歳
代
が
12
名
で
合
計

28
名
で
あ
る
。

　

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
で
の

問
題
点
の
議
論
、
協
議
は
？

　

令
和
3
年
度
は
熱
中
症
対
策
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
集
団
分
析
、

公
務
災
害
の
原
因
と
し
て
見
ら
れ

る
傾
向
へ
の
対
策
な
ど
の
協
議
。

職員の処遇及び労働環境について

立憲民主
筒井 紀夫

市政を問う

　

養
豚
場
の
汚
水
排
水
問
題
の

解
決
の
た
め
の
協
議
や
打
ち
合
わ

せ
等
が
、
ど
の
機
関
と
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
？

　

3
月
議
会
以
後
、
県
の
関
係

機
関
や
庁
内
の
関
係
部
署
及
び
地

元
地
域
公
民
館
等
と
、
情
報
の
共

有
を
図
り
改
善
に
向
け
て
、
定
期

的
に
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

過
去
に
養
豚
場
か
ら
の
汚
水

排
水
で
、
地
元
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
案
件
が
あ
る
か
、
あ
っ

た
な
ら
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
解
決
し
た
の
か
？

　

過
去
に
は
、
養
豚
場
か
ら

の
汚
水
排
水
で
地
元
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
案
件
は
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
、
市
と
県
で
連
携
し
現

地
確
認
を
行
い
、
原
因
を
調
査
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
養
豚
場
に
対

し
改
善
を
促
す
た
め
、
何
度
も
話

し
合
い
を
行
っ
た
。
結
果
、
段
階

的
に
改
善
が
行
わ
れ
た
。

★
移
住
支
援
制
度
に
つ
い
て

市内の養豚場の汚水排水問題について

動画QRコード

日本共産党都城市議団
山内 和憲

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
再
開

の
理
由
と
経
緯
は
？

　

国
の
厚
生
科
学
審
議
会
等

に
て
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
対
し
特
段
の
懸
念
が
認

め
ら
れ
な
い
と
確
認
さ
れ
、
接
種

の
有
効
性
が
リ
ス
ク
を
上
回
る
と

認
め
ら
れ
た
。
今
年
4
月
か
ら
積

極
的
な
接
種
の
勧
奨
が
再
開
し
た
。

　

市
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
の
人
数
は
？

　

小
学
6
年
生
か
ら
高
校
1
年

生
ま
で
の
女
子
は
3
千
9
4
3
人
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
者
は
？

　

平
成
9
年
度
か
ら
平
成
17

年
度
生
ま
れ
の
女
性
は
、
今
年
4

月
1
日
か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日

の
期
間
に
接
種
で
き
る
こ
と
を

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
い
う
。

本
市
の
対
象
者
は
6
千
3
1
0
人
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
っ
て
予
防
し
得
る
が
ん
で

あ
る
。
接
種
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

男
女
と
も
に
正
し
い
知
識
を
持
つ

べ
き
で
あ
り
、
周
知
・
啓
発
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
部
活
動
指
導
員
の
導
入

子宮頸がんワクチンの推進を

動画QRコード

令和創生
中村 千佐江

動画QRコード

　

プ
ラ
新
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

プ
ラ
ご
み
の
本
市
の
考
え
は
?

　

本
市
で
は
、
プ
ラ
ご
み
を
燃

や
せ
る
ご
み
と
し
て
焼
却
し
て
い

る
が
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

て
情
報
収
集
し
て
い
る
。

　

新
富
町
は
生
ご
み
処
理
機

を
使
っ
た
堆
肥
活
用
に
よ
る
食
農

循
環
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を

行
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
?

　

新
富
町
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
も
情
報
収
集
を
行
い
、
今
後

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

指
定
ご
み
袋
は
破
れ
や
す
く
、

ご
み
袋
小
は
15
㍑
と
あ
る
が
、
宮

崎
市
の
10
㍑
の
特
小
の
袋
よ
り
小

さ
い
。
ご
み
袋
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン

を
政
策
と
リ
ン
ク
す
る
検
討
は
?

　

ご
み
減
量
政
策
と
リ
ン
ク
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　

買
い
物
袋
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
活
用
で
き
る
「
都
城
」
の
ロ

ゴ
を
表
記
し
た
袋
や
、
無
料
配
布

と
減
量
化
の
動
機
付
け
を
意
識
し

た
減
量
政
策
を
！

★
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都
城

★
農
業
者
の
支
援

『ごみの減量化』どうすんの!?

進政会
山内 いっとく
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一般質問
一般質問について

１　議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２　申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３　質問した順に掲載しています。　※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

本
市
の
公
共
施
設
（
建
築
物

系
）
の
数
と
延
べ
床
面
積
は
?

　

6
0
6
件
で
延
べ
床
面
積
は

87
万
4
千
7
9
7
㎡
で
あ
る
。

　

本
市
の
市
民
1
人
当
た
り
の

延
べ
床
面
積
、
全
国
平
均
及
び
類

似
都
市
の
延
べ
床
面
積
は
?

　

本
市
は
5
・
4
㎡
で
全
国
平

均
3
・
8
㎡
や
類
似
都
市
4
・
4

㎡
よ
り
広
く
利
用
し
や
す
い
状
況
。

　

本
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
く
方
針
は
?

　

次
世
代
に
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
、
既
存
施
設
の
複
合
化
や

多
機
能
化
に
よ
り
施
設
総
量
の
縮

減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
差
が

生
じ
な
い
よ
う
な
配
慮
は
?

　

様
々
な
手
法
で
検
討
す
る
。

　

市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
利

用
し
た
く
な
る
施
設
の
配
置
を
。

　

旧
清
掃
工
場
の
現
状
は
?

　

倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
煙
突

倒
壊
の
危
険
性
は
?

　

煙
突
倒
壊
の
危
険
性
は
低
い
。

　

地
震
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

清
掃
工
場
煙
突
の
早
期
撤
去
を
。

公共施設の取扱い・旧清掃工場の煙突撤去

動画QRコード

立憲民主
羽田野 徳寿

動画QRコード

核
家
族
化
な
ど
の
社
会
状
況
の

変
化
の
中
で
家
庭
の
教
育
力
が
低

下
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
活
動
状
況
は
?

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
家
庭

教
育
学
習
、
少
人
数
で
の
人
権
学

習
及
び
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

本
市
が
補
助
す
る
内
容
は
?

　

１
学
級
に
つ
き
２
万
円
を
限

度
に
補
助
金
を
交
付
。
地
区
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
等
を
無
料
で
使
用
で
き
る
。

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
で
き

る
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
が
平

日
の
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
土

日
祝
日
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
。

多
く
の
保
護
者
と
知
り
合
い
に
な

り
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
は
保

護
者
の
考
え
を
広
げ
、
ど
こ
の
家

庭
に
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
保
護
者
の
気
持

ち
の
安
定
や
自
信
を
も
っ
て
子
育

て
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
家

庭
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を

さ
ら
に
広
げ
る
よ
う
提
案
す
る
。

家庭教育学級の充実について

一心会
岩元 弘樹

動画QRコード

　

市
内
へ
の
移
住
者
の
状
況

は
?

　

令
和
3
年
度
の
移
住
者
の

実
績
は
、
1
7
9
世
帯
、
3
6
2

人
で
あ
り
過
去
最
高
。
県
外
か
ら

の
移
住
者
が
3
1
4
人
。
移
住
元

は
九
州
か
ら
の
移
住
が
最
も
多
く
、

次
い
で
関
東
、
関
西
の
順
。
県
内

か
ら
は
48
人
。
世
帯
主
が
20
代
か

ら
40
代
ま
で
の
世
帯
が
7
割
を
超

え
、
子
育
て
世
代
の
方
が
多
い
。

　

今
後
の
移
住
の
推
進
は
?

　

移
住
相
談
と
雇
用
相
談
と

セ
ッ
ト
で
対
応
し
て
い
く
。

　

都
城
管
内
高
校
卒
業
生
の
地

元
就
職
の
状
況
と
今
後
の
対
策
。

　

令
和
4
年
3
月
末
現
在
の

県
内
就
職
内
定
者
は
、
2
6
0
人
。

就
職
者
数
の
61
・
6
％
で
、
地
元

就
職
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

今
後
は
、
地
元
の
就
職
説
明
会
等

を
開
催
、
生
徒
、
保
護
者
、
学
校
、

都
城
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
一
体
と

な
っ
て
連
携
を
す
す
め
地
元
定
着

に
努
め
た
い
。

★
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の

対
応
に
つ
い
て
。

過疎地域の人口減少抑制と地域活性化

令和創生
江内谷 満義

動画QRコード

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
。

　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
の
県
と
市
の
交
付
限
度
額
は
？

　

県
が
43
億
8
千
万
円
。
市
が

5
億
5
千
万
円
で
あ
る
。

　
市
の
P
R
動
画
等
の
作
成
は
？

　

ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
市
内

観
光
地
、
最
新
イ
ベ
ン
ト
や
酒
蔵

を
紹
介
す
る
P
R
動
画
が
あ
る
。

　

本
市
の
偉
人
の
生
涯
と
観
光

名
所
等
を
紹
介
す
る
P
R
ム
ー

ビ
ー
の
作
製
を
さ
れ
な
い
か
伺
う
。

　

製
作
は
考
え
て
い
な
い
。
現

在
の
P
R
動
画
等
の
活
用
を
行
う
。

動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て
。

　

本
年
6
月
か
ら
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
義
務
化
の
広
報
の
仕
方
は
？

　

都
城
保
健
所
と
連
携
し
な
が

ら
広
報
誌
等
で
啓
発
に
努
め
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
費
用

の
補
助
金
を
検
討
さ
れ
な
い
か
？

　

現
時
点
は
検
討
し
て
い
な
い
。

市
道
（
通
学
路
）
の
管
理
。

　

通
学
路
に
つ
い
て
保
護
者
か

ら
の
要
望
等
の
管
理
を
伺
う
。

　

個
別
に
保
護
者
や
市
民
の
相

談
も
一
元
管
理
に
努
め
て
い
る
。

地方創生臨時交付金・動物との共生・通学路

公明
音堅 良一
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一般質問 市政を問う

　

市
道
と
農
道
は
ど
の
様
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
?

　

市
道
は
道
路
法
に
定
め
た

都
城
市
指
導
認
定
基
準
を
満
た
す

道
路
。
農
道
は
市
道
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
な
い
道
路
で
、
道
路
敷

地
が
公
有
地
で
あ
り
農
業
用
に
供

す
る
道
路
で
あ
る
。

　

市
道
と
農
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
厚
の
違
い
に
つ
い
て
。

　

市
道
は
道
路
の
交
通
量
に
応

じ
て
4
㎝
か
ら
10
㎝
の
範
囲
内
で
、

農
道
は
幹
線
農
道
が
幅
員
6
ｍ
以

上
で
厚
さ
が
4
㎝
、
支
線
農
道
が

幅
員
4
ｍ
以
上
6
ｍ
未
満
で
厚
さ

3
㎝
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
道
へ
の
農
業
関
係
以
外
の

大
型
車
両
の
進
入
規
制
は
で
き
な

い
の
か
?

　

市
道
と
同
様
に
規
制
は
な
い
。

　

地
元
の
取
組
と
し
て
農
業
関

係
以
外
の
車
両
に
つ
い
て
進
入
規

制
の
看
板
設
置
は
出
来
な
い
か
?

　

農
耕
車
両
優
先
を
お
願
い

す
る
看
板
は
設
置
さ
れ
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。

★
市
内
河
川
の
状
況
に
つ
い
て

★
市
営
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て

農道の位置づけと現状について

動画QRコード

進政会
中田　悟

　

郡
元
都
北
通
線
の
都
市
計
画

道
路
の
概
要
と
今
後
の
取
組
は
？

　

全
延
長
2
千
5
0
0
ｍ
の

う
ち
、
未
整
備
区
間
の
延
長
は
約

1
千
9
0
0
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

市
街
地
東
部
と
沖
水
地
区
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
あ
り
、
通
行
車
両
が

多
い
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重

要
な
計
画
路
線
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
当
区
間
は
地
形
の
高
低

差
に
加
え
、
沖
水
川
を
跨
ぐ
長
大

橋
も
あ
り
、
多
額
の
工
事
費
を
要

し
、
事
業
期
間
も
長
期
に
な
る
こ

と
か
ら
、
他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

鷹
尾
上
長
飯
通
線
、
川
東
工

区
整
備
の
目
的
と
概
要
に
つ
い
て
。

　

国
道
10
号
の
市
場
入
口
交
差

点
の
慢
性
的
な
渋
滞
抑
制
を
す
る

た
め
。
右
折
車
線
を
新
た
に
整
備

し
、
幅
員
14
ｍ
、
延
長
1
8
0
ｍ

の
改
良
工
事
を
行
う
。
事
業
期
間

は
令
和
4
年
度
か
ら
令
和
6
年
度

ま
で
の
3
カ
年
を
予
定
し
て
い
る
。

★
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

★
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

郡元都北通線、鷹尾上長飯通線川東工区整備

動画QRコード

青雲
神脇 清照

動画QRコード

　

生
活
保
護
世
帯
の
自
立
支
援

の
た
め
に
自
動
車
使
用
を
認
め
よ
。

　

自
動
車
使
用
は
厚
労
省
通
知

に
基
づ
き
適
正
に
対
応
す
る
。

　

市
場
の
駅
の
店
舗
施
設
利
用

料
の
減
免
制
度
を
つ
く
る
べ
き
。

　

物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
る

事
業
者
の
経
営
状
況
を
注
視
す
る
。

　

水
道
料
金
滞
納
に
よ
る
給
水

停
止
件
数
と
対
応
に
つ
い
て
。

　

令
和
元
年
度
１
千
７
６
９
件
。

令
和
２
年
度
９
３
９
件
。
給
水
停

止
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　

令
和
２
年
度
の
国
保
税
の
国

の
減
免
申
請
の
状
況
は
。

　

減
免
件
数
１
４
８
件
、
金
額

４
千
１
０
２
万
２
千
３
0
0
円
。

　
「
主
た
る
生
計
維
持
者
」
以

外
の
収
入
減
少
に
よ
る
、
市
独
自

の
減
免
制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　

市
独
自
の
減
免
は
行
な
わ
な
い
。

　

道
の
駅
都
城
は
国
の
防
災
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
住
民
の

安
否
確
認
や
救
助
な
ど
対
応
は
？

　

都
城
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。

★
乙
房
小
周
辺
の
交
通
渋
滞
と
乙

房
小
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て

物価高騰から市民のくらしと営業を守るため

日本共産党都城市議団
畑中ゆう子

　

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
へ
の
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚
物
入
れ
）

設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
か
？ 

　

前
立
腺
癌
等
の
病
気
の
方
が

尿
と
り
パ
ッ
ド
を
交
換
す
る
こ
と

が
あ
り
、
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。

　

本
庁
舎
・
図
書
館
の
男
性

用
個
室
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
状
況
は
？

　

設
置
し
て
い
な
い
。

　

公
共
施
設
の
男
性
用
個
室
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
？

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
と
２
階

の
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
設
置
し

て
利
用
状
況
を
見
て
い
く
。

　

本
庁
舎
・
図
書
館
の
男
性
用

ト
イ
レ
へ
の
お
む
つ
交
換
台
設
置

状
況
に
つ
い
て
。

　

本
庁
舎
１
階
・
２
階
の
男
性

ト
イ
レ
に
は
設
置
済
で
、
１
階
の

多
目
的
ト
イ
レ
に
も
設
置
済
で
あ

る
。

★
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い

て
★
生
理
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

男性用トイレについて

動画QRコード

公明
坂元 唱子
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一般質問
一般質問について

１　議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２　申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３　質問した順に掲載しています。　※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

動画QRコード

　

風
光
り
水
澄
む
霧
島
の
大
地

が
育
む
数
々
の
日
本
一
!
ふ
る
さ

と
納
税
日
本
一
を
支
え
る
畜
産
生

産
高
日
本
一
。
そ
こ
に
は
、
16
万

人
の
市
民
の
生
活
が
あ
る
。
人
の

生
活
や
畜
産
生
産
か
ら
発
生
す
る

環
境
の
課
題
解
決
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
。
食
の
廃

棄
物
や
畜
産
排
泄
物
の
S
G
D
s

対
策
は
美
し
い
自
然
を
子
々
孫
々

に
伝
え
る
大
切
な
務
め
。
市
の
見

解
を
伺
う
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
実
質
0
を
め

ざ
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
二

酸
化
炭
素
軽
減
に
努
め
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
堆
肥
化

の
早
期
取
組
を
提
案
す
る
。

『
市
民
や
地
域
の
声
か
ら
』

★
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
人
道
的

な
受
入
体
制
に
つ
い
て
。

★
「
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
本
市
議
会
ス
ポ
ー

ツ
議
員
連
盟
の
連
携
に
つ
い
て
。

　

旧
市
民
会
館
跡
地
に
オ
マ
ー

ジ
ュ
建
築
物
の
市
民
セ
ン
タ
ー
建

設
に
つ
い
て
。

　

魅
力
あ
る
公
民
館
活
動
は
多

く
の
声
を
聞
く
委
員
会
設
置
を
。

畜産生産高日本一を誇れる環境対策について

自由民主党有志会
小玉 忠宏

　

I
C
T
教
育
に
よ
る
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。 

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
時
間
や

場
所
を
超
え
外
部
の
人
材
や
地
域

の
機
関
等
、
多
様
な
人
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
児
童
生
徒
の
健

康
面
へ
の
配
慮
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト

ラ
ブ
ル
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

教
師
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布

に
つ
い
て
。

　

教
師
用
端
末
に
つ
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
仕
様
の
も
の
で
は
な

い
。
学
校
か
ら
は
、「
教
師
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
要
望
が
届
い
て
い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
の
児

童
生
徒
は
、
ど
の
位
い
る
の
か
。

　

令
和
4
年
3
月
末
で
、
小
学

校
1
1
8
名
、
中
学
校
54
名
、
計

1
7
2
名
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
発
生
が
あ

る
の
か
。

　

直
近
3
年
間
に
お
い
て
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
の
発

生
は
な
い
。

誰一人取り残さない学校教育について

動画QRコード

公明
佐藤 紀子

動画QRコード

　

34
％
空
室
が
あ
る
市
営
住
宅
。

独
身
者
の
申
込
資
格
を
60
歳
以
上

と
し
て
い
る
理
由
や
根
拠
は
?

　

国
の
公
営
住
宅
法
で
平
成
17

年
に
50
歳
か
ら
60
歳
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
平
成
23
年
に
各
自
治
体

に
裁
量
を
委
ね
る
と
改
正
さ
れ
た

こ
と
を
参
考
に
60
歳
以
上
と
し
た
。

　

平
成
23
年
の
改
正
で
国
は

と
っ
く
に
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
た
。

平
成
17
年
は
公
営
住
宅
戸
数
が

ピ
ー
ク
の
時
代
。
時
代
に
見
合
っ

た
条
例
に
改
正
を
。
年
齢
を
引
き

下
げ
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
?

　

応
募
者
が
増
え
高
齢
者
が
入

居
で
き
な
く
な
る
。
住
み
替
え
が

進
み
、
民
間
事
業
者
に
影
響
す
る
。

　

民
間
圧
迫
に
な
る
な
ら
、
市

直
営
で
は
な
く
市
内
の
不
動
産
業

者
へ
の
委
託
を
進
め
る
べ
き
。
コ

ロ
ナ
禍
で
仕
事
を
失
っ
た
人
な
ど

一
時
的
な
入
居
支
援
は
?

　

目
的
外
使
用
と
し
て
こ
れ
か

か
ら
行
っ
て
い
く
。

　

目
的
外
使
用
に
つ
い
て
申
込

要
領
や
Ｈ
Ｐ
上
に
記
載
し
、
政
策

空
家
枠
や
学
生
枠
を
設
け
て
貸
す

な
ど
空
き
部
屋
対
策
の
徹
底
を
。

市営住宅における独身入居者の年齢制限とは

自由民主党有志会
成合 円美佳

動画QRコード

　

川
の
駅
公
園
の
都
島
歌
舞
伎

橋
親
水
広
場
等
へ
の
自
然
照
明
設

置
に
つ
い
て
。
夜
は
真
っ
暗
で
防

犯
上
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
利
用

者
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
城
山

公
園
並
み
に
照
明
を
確
保
を
す
る

整
備
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
夜
間
照
明
設
置

は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
や
中

心
市
街
地
へ
の
居
住
推
進
対
策
に
、

地
区
内
の
自
由
選
択
も
含
め
た
通

学
区
域
の
柔
軟
な
対
応
に
つ
い
て
。

特
に
明
道
小
（
姫
城
校
区
）
の
新

入
生
減
少
が
著
し
く
、
対
策
と
し

て
中
町
の
一
部
を
明
道
小
校
区
に

編
入
し
て
は
ど
う
か
？

　

校
区
境
界
か
ら
約
１
０
０
ｍ

以
内
に
居
住
し
道
路
事
情
等
の
環

境
変
化
に
よ
り
、
隣
接
校
へ
の
就

学
を
検
討
す
る
場
合
、
こ
の
許
可

基
準
内
で
柔
軟
に
対
応
す
る
。

★
市
営
住
宅
敷
地
内
広
場
を
運
動

会
等
に
公
園
並
み
に
無
料
で
貸

し
出
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

★
環
境
保
全
条
例
等
を
踏
ま
え
た

勧
告
・
命
令
・
代
執
行
を
。

川の駅公園都島歌舞伎橋等に安全対策照明を

自由民主党有志会
徳留 八郎
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
　
員

◎　
黒
木　
優
一

〇　
山
内　
い
っ
と
く

　
　
広
瀬　
功
三

　
　
森　
　
り
え

　
　
楠
見　
千
穂
子

　
　
坂
元　
唱
子

　
　
成
合　
円
美
佳

　
　
◎
は
委
員
長

　
　
〇
は
副
委
員
長

0 10 20 30 40 50 60 70

市民の願いを叶える政策提案

市民との積極的な対話

行政へのチェック機能

議会改革

無回答

その他

市議会に求めるもの

61.9%

31.8%

26.0%

10.2%

9.1%

3.8%

全
国
の
地
方
議
会
を
対
象
に
早
稲
⽥
大
学

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
に
よ
る
「
議
会
改
革

度
調
査
」
が
行
わ
れ
、
1
3
5
5
議
会
が
回

答
し
ま
し
た
。

　
そ
の
調
査
結
果
が
6
月
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
市
議
会
は
前
回
1
4
6
位
か
ら
48
位
へ

と
大
き
く
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

分
野
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
「
①
情
報
共

有
」
3
7
3
位
、「
②
住
民
参
画
」
47
位
「
③

議
会
機
能
強
化
」
50
位
で
し
た
。
地
域
別
ラ

ン
キ
ン
グ
（
九
州
地
域
）
で
は
昨
年
か
ら
11

ラ
ン
ク
上
げ
て
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
市
で
は
6
7
3
議
会
中
24
位

と
上
位
30
位
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
議
会
報
告
会
や
、
意
見

交
換
会
な
ど
の
住
民
の
意
見
を
集
め
る
こ

と
（
意
見
反
映
）
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

議
員
立
法
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、「
都
城
市

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
制

市
民
の
多
様
な
意
見
を
反
映
し
た
政
策
立

案
、
政
策
提
言
な
ど
の
実
施
や
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
運
営
、
議
会
の
活
性
化
な
ど
に
つ

い
て
調
査
研
究
す
る
た
め
に
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
に
行
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回
答
数
1
2
0
1
）
の
結
果
に
よ

る
と
、
市
民
の
願
い
を
叶
え
る
政
策
提
案
を

期
待
す
る
声
が
6
割
を
超
え
て
い
ま
す
。　
　

皆
様
の
声
を
い
か
し
た
市
議
会
運
営
が
行

え
る
よ
う
、
7
人
の
委
員
で
取
り
組
み
ま
す
。

定
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
に
つ
な
が
っ
た
よ
う

で
す
。

分
野
別
の
評
価
基
準

①
情
報
共
有
（
3
7
3
位
）

議
会
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
同
じ
情
報
の

量
と
質
で
、
同
じ
時
の
な
か
で
住
民
と
共
有

で
き
て
い
る
か
？
ま
た
、
議
会
は
住
民
に
対

し
て
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
様
な
環
境
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
？

②
住
民
参
画
（
47
位
）

議
会
が
住
民
と
対
話
し
、
と
も
に
学
び
合

う
な
ど
し
て
、
多
様
な
民
意
を
形
成
し
集
め

て
い
る
か
?
ま
た
、
住
民
は
積
極
的
に
議
会

と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
?

③
議
会
機
能
強
化
（
50
位
）

調
査
を
行
っ
て
、
議
員
間
で
話
し
合
い
、

政
策
の
質
向
上
や
地
域
課
題
の
解
決
に
、
直

結
し
た
活
動
が
で
き
て
い
る
か
?
情
報
共
有

や
住
民
参
画
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
従
来

の
議
会
の
制
度
や
運
営
等
を
改
め
る
取
組
に

着
手
し
、
議
会
を
活
性
化
し
て
い
る
か
?

都
城
市
議
会

都
城
市
議
会

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

4848
位位
へへ
大
幅
ア
ッ
プ

大
幅
ア
ッ
プ

議
会
改
革

議
会
改
革

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
がが

設
置
さ
れ
る

設
置
さ
れ
る
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◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦

ス
キ
ル
を
育
成
す
る
た
め
の
記
事
を
配

信
す
る
事
業
で
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
指
定
寄
付
金
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

質
疑
・
答
弁

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
委
託
先
選

定
の
指
針
は
?

　

ウ
ェ
ブ
媒
体
の
運
営
や
記
事
発
信

の
実
績
が
あ
り
、
執
筆
や
発
信
、
効
果

検
証
等
を
一
連
で
実
施
で
き
る
企
業
を

想
定
し
て
い
る
。

　

世
代
に
よ
っ
て
受
け
取
る
情
報
の

質
が
異
な
る
が
、
テ
ー
マ
や
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
は
?

　

テ
ー
マ
は
、
本
市
に
身
近
な
も

の
を
想
定
し
て
い
る
。
年
代
に
よ
っ

て
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
親
し
み
方
が

違
う
と
認
識
し
て
お
り
、
発
信
を
す
ぐ

鵜
呑
み
に
せ
ず
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

本
事
業
で
配
信
さ
れ
る
記
事
は
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
地
域
の
話
題
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
世
代
に
よ
る
興
味
・

関
心
の
違
い
に
も
配
慮
し
た
テ
ー
マ
設

定
を
望
む
。

既
に
展
開
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
関
連

事
業
と
も
連
動
さ
せ
、
基
礎
的
な
デ
ジ

タ
ル
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
受
信

す
る
情
報
の
内
容
を
見
極
め
る
力
を
身

に
着
け
、
正
し
い
情
報
発
信
を
心
掛
け

る
た
め
の
教
育
を
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の

報
告
及
び
承
認

～
国
の
令
和
4
年
度
税
制
改
正

に
よ
る
、
地
方
税
法
等
の
改
正

に
つ
い
て

国
の
令
和
4
年
度
税
制
改
正
に
よ
っ

て
地
方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
、
令
和
4

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
、
都
城
市

税
条
例
等
の
一
部
改
正
が
必
要
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
主
な
改
正
点
は
、
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

の
創
設
等
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
を
算
定
す
る
際
、
前
年
度
の
課
税

標
準
額
に
現
年
度
の
評
価
額
の
5
％
を

加
算
す
る
と
こ
ろ
、
商
業
地
等
、
か
つ
、

令
和
4
年
度
に
限
り
、
評
価
額
の
2
・

5
％
を
加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

質
疑
・
答
弁

　

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
、

本
市
に
お
け
る
該
当
件
数
は
?

　

県
道
、
市
道
、
及
び
、
都
城
志
布

志
道
路
の
平
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
完
了
に
よ
る
地
価
上
昇
で
、
市
全
体

で
15
筆
10
名
の
方
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
承
認

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

～
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

業
務だ

れ
も
が
情
報
発
信
で
き
る
時
代
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

良
質
な
情
報
を
受
け
取
り
、
精
査
す
る

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
事
業

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は

水
力
発
電
所
在
市
町
村
に
交
付
さ
れ
、

市
で
は
道
路
維
持
補
修
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。
交
付
金
の
内
示
に
よ
り
工
事

請
負
費
の
増
額
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

『
対
象
路
線
』

高
崎
町
上
轟
・
中
轟
線

高
城
町
田
原
大
久
保
線

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

市
内
に
は
、
大
淀
川
第
一
発
電
所
、

岩
瀬
川
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。

高
城
町
に
あ
る
大
淀
川
第
二
ダ

ム
で
取
水
し
、
宮
崎
市
高
岡
町
に
あ

る
大
淀
川
第
二
発
電
所
で
発
電
し
て

い
ま
す
。

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

ス
マ
イ
ル
商
品
券
発
行

事
業
（
第
3
弾
）

コ
ロ
ナ
禍
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
に
よ
り
、
更
な
る
影
響
を
受
け
て
い

る
地
域
経
済
の
回
復
と
、
市
民
の
家
計

を
支
え
る
た
め
、
県
の
「
み
や
ざ
き
応

援
消
費
拡
大
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

商
品
券
発
行
数
を
、
8
万
セ
ッ
ト
か
ら

16
万
セ
ッ
ト
に
増
や
す
た
め
の
必
要
経

費
を
増
額
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　

前
回
、
第
2
弾
の
販
売
実
績
は
?

　

第
2
弾
に
お
い
て
は
、
8
万
セ
ッ

ト
発
行
し
、
購
入
済
み
セ
ッ
ト
数
は

5
万
9
千
2
6
1
セ
ッ
ト
。

　

よ
り
購
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

1
セ
ッ
ト
1
万
円
の
販
売
価
格
を
5
千

円
に
す
る
考
え
は
?

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
1
万
3
千
円
分

の
商
品
券
を
、
1
万
円
で
販
売
す
る
計

画
で
、
金
額
を
下
げ
て
販
売
す
る
計
画

は
な
い
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

今
回
、
発
行
数
を
16
万
セ
ッ
ト
ま

で
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
1
人

あ
た
り
1
セ
ッ
ト
は
確
保
さ
れ
る
計
算

に
な
る
。
購
入
数
の
上
限
を
世
帯
人
数

に
応
じ
て
設
定
し
た
り
、
販
売
価
格
を

5
千
円
に
し
た
り
な
ど
、
購
入
を
希
望

さ
れ
る
方
が
少
し
で
も
購
入
し
や
す
い
、

よ
り
き
め
細
か
な
事
業
ス
キ
ー
ム
の
構

築
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
月
20
日
・
21
日
に
予
算
や
条
例
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
議
案
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

10議案を審査しました総務委員会総務委員会

1議案を審査しました建設委員会建設委員会

大淀川第 2発電所
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◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦

国
か
ら
申
請
期
限
を
８
月
末
ま
で

延
長
す
る
と
の
通
知
を
受
け
、
新
た

に
所
要
額
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
就
労
に
よ
る
自
立
に
繋
げ
る
た

め
の
取
組
、
特
例
貸
付
の
償
還
開
始

時
期
、
償
還
で
き
な
い
方
に
対
す
る

手
立
て
等
は
?

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
登
録
や
自
立

相
談
支
援
窓
口
へ
の
相
談
、
求
職
先

へ
の
面
接
等
の
支
給
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
た
め
、
就
労
に
よ
る
自

立
に
対
し
一
定
の
効
果
を
感
じ
て
い

る
。ま

た
、
特
例
貸
付
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
償
還

が
始
ま
る
旨
の
通
知
を
し
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

場
合
に
は
償
還
免
除
の
規
定
が
あ
る

た
め
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
最
終

的
に
判
断
し
て
い
く
。

　

償
還
免
除
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
形
で
周
知
を
し
て
い
る
の
か
?

　

県
の
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
周
知
し
て
い
る
。

償
還
開
始
の
通
知
の
中
で
も
償
還
免

除
に
関
す
る
説
明
を
し
て
い
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

で
す
。

趣
旨
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
競

技
人
口
が
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
影
響
で
増
加
す
る
一
方
、

市
内
の
既
存
施
設
で
は
十
分
な
練
習

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
ず
、
競
技
者

同
士
が
衝
突
す
る
な
ど
非
常
に
危
険

な
状
態
で
す
。
本
市
で
も
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
者

も
多
数
い
る
も
の
の
、
本
格
的
に
練

習
で
き
る
環
境
が
無
い
た
め
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
大
会
が
開
催
で

き
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
経
済
の
活
性
化

が
見
込
ま
れ
、
社
会
貢
献
に
期
待
で

き
る
と
の
理
由
で
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
の
建
設
を
求
め
る
も
の
で

す
。自

由
討
議

令
和
3
年
12
月
定
例
会
の
請
願
審

査
で
は
、
請
願
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
競
技
団
体
の
設
立
、
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
へ
の
加
入
、
署
名
に
つ
い
て

は
市
内
在
住
者
分
を
募
る
と
意
見
が

伝
わ
り
や
す
い
等
を
請
願
者
で
あ
る

会
長
に
確
認
し
た
。

　
団
体
の
将
来
性
に
つ
い
て
は
様
々

な
面
で
期
待
で
き
る
が
、
現
時
点
で

の
組
織
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
て
い

な
い
と
い
う
認
識
は
否
め
な
い
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
不
採
択

持
続
可
能
な
み
や
ざ
き

づ
く
り
を
実
現
す
る
環

境
教
育
推
進
事
業

環
境
教
育
推
進
校
と
し
て
指
定
さ

れ
た
祝
吉
中
学
校
で
実
施
す
る
環
境

学
習
や
エ
コ
活
動
等
に
要
す
る
経
費

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　

活
動
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
？

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
専
門
家
に

よ
る
講
演
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性

を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
・

ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
、
各
家
庭
や
地

域
か
ら
集
め
た
古
着
等
を
利
用
し
た

エ
コ
バ
ッ
ク
の
作
成
や
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。審

査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
支
給
事
業

社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
支
援
金

等
の
特
例
貸
付
を
借
り
終
わ
っ
た
方

に
対
し
て
、
就
労
に
よ
る
自
立
や
円

滑
な
生
活
保
護
の
受
給
に
繋
げ
る
た

め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
時
に

給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
都
城

推
進
事
業
・
体
育
施
設

維
持
管
理
費
　
　

令
和
5
年
2
月
か
ら
巨
人
軍

フ
ァ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
を
高

城
運
動
公
園
に
お
い
て
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
設
備
等
の
整
備
と
高
城
運

動
公
園
体
育
施
設
の
維
持
管
理
に
要

す
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　

広
場
に
設
置
さ
れ
る
ブ
ル
ペ
ン

は
、
常
設
か
?

　

仮
設
に
し
て
、
例
え
ば
社
会
人

の
野
球
チ
ー
ム
や
高
校
生
、
あ
る
い

は
中
学
生
が
利
用
す
る
場
合
で
も
、

広
場
は
使
え
る
よ
う
な
形
に
す
る
。

　

巨
人
軍
フ
ァ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ

が
高
城
運
動
公
園
を
選
定
し
た
経
緯

は
?

　

都
城
市
は
1
軍
が
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
て
い
る
サ
ン
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
と
、

屋
内
競
技
場
が
あ
る
こ
と
が
理
由
で

あ
る
。

請
願
審
査

「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
建
設
を
求
め
る
請
願
書
」

本
請
願
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利

用
者
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

3議案を審査しました文教厚生委員会文教厚生委員会

4議案と1請願を審査しました産業経済委員会産業経済委員会
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賛否が分かれた議案の表決結果（採決日6月23日）

市長提出議案

赤
塚　

隆
志

荒
神
　

稔

岩
元　

弘
樹

江
内
谷　

満
義

榎
木　

智
幸

音
堅　

良
一

神
脇　

清
照

川
内　

賢
幸

楠
見　

千
穂
子

黒
木　

優
一

小
玉　

忠
宏

坂
元　

唱
子

迫
間　

輝
昭

佐
藤　

紀
子

杉
村　

義
秀

筒
井　

紀
夫

徳
留　

八
郎

中
⽥
　

悟

中
村　

千
佐
江

成
合　

円
美
佳

畑
中　

ゆ
う
子

羽
⽥
野　

徳
寿

広
瀬　

功
三

別
府　

英
樹

森
　

り
え

山
内
い
っ
と
く

山
内　

和
憲

綿
屋　

善
明

長
友　

潤
治

審
議
結
果

第95号
専決処分した事件の報告及び承認につ
いて（都城市条例等の一部を改正する
条例の制定について）※1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

議
長
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い
。

承認

請　　願

4
第2号

スケートボードパーク建設を求める請
願書　※1 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 ● ● 不採択

○賛成した議員　　　●反対した議員　　　※1 賛成、反対討論あり

令和4年6月定例会の審議内容について
上程された議案数……………【市長提出議案 14件　請願 1 件　議員提出議案 1 件】 

賛否の分かれた議案について

会期：6月6日～6月23日

令和3年度固定資産税は新型コロナ感染症により特例措置があったが、令和4年
度の固定資産税は特例措置を取り払うことで、課税標準価格が5%引き上げられ上
昇幅が2.5%となる。新型コロナ感染症やロシアによるウクライナ侵略等で物価高

騰等の影響の中で、市民にとっては増税となり暮らしが大変なので反対する。

反対
討論

スケートボードは、一般公園で
は危険性や騒音の問題がある。唯
一できる川の駅は老朽化している。

課題は、安心してできる場所がないことや、
競技場としての施設がないことである。こ
れらの課題解決のためには、市スポーツ協
会加入の有無に関わらず、本市にとって有
益かどうかで判断すべきであり、賛成する。

賛成
討論

市民には地方公共団体等の機関に請願する権利がある。請願事後の処理は執行
機関の判断に任せてあることから、議員は開かれた議会を目指し、市民の付託に
答える議会としてまた、市民の付託を受けた代表者や代弁者であるので、賛成する。

賛成
討論

議案第95号 専決処分した事件の報告及び承認について（都城市条例等の一部を改正する
条例の制定について）

請願4第2号 スケートボードパーク建設を求める請願書

賛成
討論

令和4年度は負担調整により課税標準額が評価額の 5 %加算となるところ、商
業地等において、2.5%加算と減額調整されている。

該当の15筆については、都城志布志道路平塚インター開通等により利便性が良
くなり、地価が上昇することが見据えられている。負担調整措置により、本来の課税標
準額に向けての過程にあり、課税の公平性の観点から止むを得ないものと考え、賛成する。

反対
討論

担当課によると一流のアスリートを目指す競
技力ということであれば、スポーツ団体として
の設立が必要で市スポーツ協会の会員としての

スタートが望ましい。また、特化した施設整備を進め
るには市民の理解が不可欠で、競技人口、見込み、波
及効果等も見据えたビジョンが必要とあった。請願者
である会長は市スポーツ協会の入会を含めて組織体制
が整っていないこと等理解されていたので反対する。

本来継続審査として、しっかり取り組む必要があると思う。しかし、必
要な情報が無いことや不足する情報を再度取り上げたうえで、しっかり
とした請願を行うことも必要である。現時点での請願に対しては反対する。

反対
討論

詳しくはP10の総務委員会の審査をご参照下さい

詳しくはP11の産業経済委員会の審査をご参照下さい
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市議会だよりNo.34に対するご意見を
お聞かせください

寄附行為の禁止

公 職 選 挙 法

【寄附禁止に関する条文】　第199条～第200条

【罰則】　第248条～第249条の5

《法律》

《条文構成》

▲

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
。

市議会だより No.33
（令和4年5月13日発行）に

対するご意見

●女性議員が増えたことは、大変うれしいです。若さで活
躍していらっしゃる姿に期待しています。「まちなか散
歩買い物ツアー」（仮称）等で、散策し、地域のことを知っ
てほしいと思います。私達（年寄）も元気が出ますので、
参加して楽しみたいと思います。頑張ってほしいです。

⇒都城市議会議員の定数は29名で、そのうち女性議員
は7名です。女性議員の占める割合が、県内市町村の
中でトップとなりました。これからも、都城市発展の
ため、女性の視点を生かしながら、様々な市政の課題
に取り組んで参ります。

●人口減少対策や移住・定住についてのご意見もいただき
ました。その課題については、各々の議員が一般質問等
でも質問しており、今後も取り組んで参ります。

皆様からいただいた市議会及び行政に対す
るご意見につきましては、今後も政策立案、
政策提言等に活かしてまいります。また、行
政に対するご意見・ご要望につきましては、
市の各担当部署にも連絡いたします。

6
月
6
日
に
「
寄
附
行
為
の
禁

止
」
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

結
婚
式
の
ご
祝
儀
や
葬
儀
の
際

の
お
悔
や
み
は
寄
附
行
為
に
な
る

の
か
な
ど
、
後
半
は
ク
イ
ズ
形
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
附
行
為
は
罰
則
だ
け
で
な
く

公
民
権
停
止
な
ど
議
員
は
失
職
を

し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
寄
附
を

求
め
る
こ
と
は
法
律
違
反
で
す
。

6
月
17
日
に
地
域
防
災
力
向

上
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
み
ん
な
で
、
屋
内
に
た

て
ら
れ
る
防
災
テ
ン
ト
の
立
て

方
の
実
技
研
修
を
し
ま
し
た
。

大
人
二
人
は
十
分
入
れ
る
大
き

さ
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寄附行為の禁止について寄附行為の禁止についてver.
1

地域防災力向上地域防災力向上ver.
2
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差出有効期間
令和 5年5月
31日まで
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日 月 火 水 木 金 土

1 日 2日 
開会

本会議
3 日

4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 9日 
一般質問

10 日

11 日 12日 
一般質問

13日 
一般質問

14日 
一般質問

15日 
一般質問

議案等の審議
16日 
委員会

17 日

18 日 19 日 20日 
委員会

21日 
委員長報告

整理日

22日 
本会議

23 日 24 日

25 日 26日 
委員会

27日 
委員会

28日 
委員会

29日 
委員長報告

整理日

30日 
委員長報告

整理日
1 日

2 日 3日 
委員長報告

整理日

4日 
本会議
閉会

5 日 6 日 7 日 8 日

休会（議案調査）休会（議案調査）

※傍聴に際しては、私語を慎み、携帯電話はマナーモー
ドにするなど、当日お配りする「傍聴のお願い」をお
守りください。

杉村　義秀 議員　　黒木　優一 議員

令和4年6月定例会の最終日（6月23日）の本会議
終了後、25年勤続の2名に、全国市議会議長会会長
と都城市長からの表彰状が授与されました。

残暑お見舞い申し上げます。
この夏は、本市の祭りも 3 年ぶりに開催され、

久しぶりに夏らしさが戻ってきました。
　夏祭りと同じく 2 年間中止にしておりました議
会報告会も、今年は開催する予定で準備を進めてお
ります。詳細については、次号でお知らせいたしま
す。どうぞお楽しみに。
　また今回は、議会見学に来てくれた小学生が表紙
を飾ってくれました。傍聴の他、学校や社会教育活
動としての議会見学も受け付けております。皆様の
お越しをお待ち申し上げております。

本会議及び委員会は、傍聴(見学)することがで
きます。開催日当日は、市役所５階議会事務局で感
染症対策のため、受付と検温へのご協力をお願いい
たします。

永年勤続表彰者の
紹 介

〒885-8555 宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869　FAX（0986）25-7879
E-mail:gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp都城市議会
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

お知らせ

都城市ホームページ

令和4年度9月定例会開催予定日
※日程はあくまで予定であり、議事の都合により変更となる場合があります。

議会傍聴のご案内

編集後記

25年表彰
秋分の日敬老の日

9 月

10 月

成合円美佳成合円美佳

中村千佐江中村千佐江

楠見千穂子楠見千穂子

音堅良一音堅良一

綿屋善明綿屋善明
山内和憲山内和憲

佐藤紀子佐藤紀子 森りえ森りえ

編集委員


